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歯科領域におけるデジタル化は著しく進展しており、CAD/CAM 技術や 3D プリントを活

用した技工物製作プロセスが普及している。このようなデジタルデンティストリーは、AI

技術の導入によりさらに高度化し、今後の歯科医療を支える基盤技術となることが期待さ

れる。特に 3D プリント（付加製造）は、形状自由度、精度、コストの観点から発展が見込

まれる重要な技術である。歯科領域では、液状レジンを光重合により積層する液槽光重合型

3D プリント（vat photopolymerization）が広く普及している。本技術の臨床応用には、造

形原理および材料特性の理解が不可欠である。本講演では、液槽光重合型 3D プリント技術

の基礎と材料特性について概説する。材料はレジン系およびセラミックス系に分類され、現

時点ではレジン系材料が補綴装置や矯正装置を中心に臨床導入されている。レジン系材料

の物性は向上しており、機能向上と適用範囲の拡大が期待される。一方、セラミックス系材

料も発展途上ながら、一部で歯冠補綴装置への応用が試みられている。これらの臨床応用が

進む中、補綴および矯正分野で使用される 3D プリントレジンの特徴について、現状と課題

を整理する。さらに本講演では、次世代材料について当研究グループの基礎研究成果を交え

て概説する。抗菌成分を導入した抗菌性 3D プリントレジンは、口腔内で持続的な抗菌性を

示し、矯正装置や補綴装置への応用が期待される。加えて、生体模倣型人工歯の開発につい

ても紹介する。これはエナメル質および象牙質の力学特性や生体機能の再現を目指し、歯

冠・歯根・歯周組織の統合的再建を志向する新しい材料である。現段階では基礎研究の段階

にあるものの、臨床応用に向けた知見が得られつつある。本講演では、歯科用 3D プリント

材料の現状を整理するとともに、今後の発展可能性について展望する。 
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